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はじめに


　「国語に関する世論調査」という、文化庁が毎年実施している調査がある。本書でもその結果をしばしば使わせていただいているのだが、この調査の中にある、揺れが大きいと思われる語の実態調査は、辞書編集者としてとても参考になる。ことばの揺れは、実際には意味、使い方、読み方など多岐にわたるのだが、特に注目しているものの一つに、慣用表現の変化がある。たとえば、「怒り心頭に発する」に対する「怒り心頭に達する」のような言い方である。この慣用句の場合、本文でも触れたが、実に７割近い人が本来の言い方ではない「達する」を使うと答えている。

　なぜこのようなことが起こるのか。原因は、多くの人がその慣用句を曖昧に覚えていたり、似た表現に引きずられたりとさまざまであろう。だが、このような語の扱いは辞書としても実にやっかいなのである。本来の言い方でないものを辞書の見出しにするわけにはいかないので、当然のことながら間違って覚えている人が辞書でこれを引こうとすれば、辞書には載っていないということになる。辞書としてどこまでそういった問題に踏み込むべきなのか。悩みは尽きない。最近の辞書は痒かゆいところに手が届くほどの配慮をしているものも増えているが、それにも限度があるであろう。




　慣用句の変化は、意味の変化と違って辞書編集者の立場からすれば、簡単には認め難いものも少なくない。しかし、「的を射る」に対する「的を得る」、「足をすくわれる」に対する「足元をすくわれる」のように、従来誤用だと言われていた言い方が、本当に誤りだったと言い切れるのかどうか、再検討してみてもよさそうなものも存在する。これを認めるには批判も多いかもしれないが、過去の実際の使用例がその正否を明らかにしてくれると信じる。




　慣用句もまた辞書編集者泣かせのことばで、動静を見守り続ける必要のある存在なのである。







二〇一四年八月吉日


神永　曉


的を射てはいないかもしれない「的を得る」の話


　また「的を得る」は間違いだという話か、とお思いになった方も大勢いらっしゃるかもしれない。確かにそれもあるのだが、ことはそれほど単純ではないという話をしたいのである。

　国語辞典を引くと、「的を射る」が正しく、「的を得る」は「当を得る」との混同で誤用とするものが多い、とある。そう言われれば、はいわかりましたと引き下がるしかないのだが、「的を得る」は本当に「当を得る」との混同なのか、さらには「的を得る」自体が本当に誤用なのかという疑問をどうしてもぬぐい去ることができないのである。

 


　というのも似たようなことばに「正鵠せいこくを得る」があるからである。この語は漢籍の『礼記らいき』1に見える「正鵠を失わず」からきている。「正鵠」とは、的の真ん中にある黒点の意で、要所・急所の意となる。「失わず」だから、後に意味の同じ「得る」となったわけだ。とすると、「的を得る」は「正鵠を得る」から生じた言い方で、「正鵠」は的の中心なのだから、その部分が「的」に変わってもあながち間違いとは言い切れない気がする。さらには、「的を得る」の使用例も文学作品などで少しずつ見つかっている。『日本国語大辞典』2（小学館）を見ると、「的を得る」には、高橋和巳の小説『白く塗りたる墓』（１９７０年）の「よし子の質問は実は的をえていた」という用例が引用されている。

　ひょっとすると、誤用だと言い切る表現は、そろそろ見直すべき時期にきているのかもしれない。







	

１．古代中国の経書。四十九篇。五経の一つ。周末から秦、漢にかけての諸儒の、古礼に関する諸説を整理編集したもの。通常、漢の戴徳（大戴）がまとめたものを、従兄の子戴聖（小戴）がさらに改修して成立したとされるが、異説もある。書名中の「記」は「注記」の意で、「儀礼ぎらい」にしるされる周代の礼の理論と実際を、さらに敷衍、解説した部分が多い。四書のうちの大学・中庸はもともと本書の一篇である。周礼しゅらい・儀礼とともに三礼さんらいと呼ばれる。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．国語辞典。日本大辞典刊行会編。初版は昭和47～51年（１９７２～１９７６）刊、全20巻に約45万項目を収録。第２版は平成12～13年（２０００～２００１）刊、全13巻に約50万項目を収録。用例は文学作品・史料・仏典などから幅広く採集され、出典にはその成立年を付する。また、国語・方言・外来語のほか、各分野の専門語や人名・地名なども収め、百科事典としての性質も併せもつ。日国。(『デジタル大辞泉』） ⏎












声を「あららげる」か「あらげる」か？


　先日、ＮＨＫのドキュメンタリー番組を見ていたら、語り手の女優さんが「声をあらげた」と言ったので、一瞬アレっ？　と思った。だが、すぐにテレビ、ラジオでは「あららげる」「あらげる」の両形を認めていたことを思い出し、いちおう納得した。

　だが、この「あららげる」「あらげる」は、放送はそうであっても（新聞もテレビ、ラジオと同じ）、国語辞典では辞典によって扱いがまちまちなのである。それを整理すると以下のようになる。




（１）「あららげる」のみ見出し語にあげているもの

（２）「あららげる」「あらげる」の両形を見出し語にあげ、「あらげる」を誤用とするもの

（３）「あららげる」「あらげる」の両形を見出し語にあげ、「あらげる」を誤用とまでは言っていないが、近年の用法であるとしているもの




　いずれにしても「あらげる」は、辞典の世界ではいまだに市民権を得られていないといえそうである。

　しかし「あららげる」が本来の形だとしても、言語学的には二つある「ら」の一つが脱落して、「あらげる」となることは説明が可能である。しかも「あららげる」「あらげる」ともに、江戸時代からそれぞれの使用例が見られる。とすると、国語辞典の立場としても、テレビ、ラジオや新聞がそうだからということではなく、しっかりとした根拠があるのだから、そろそろ「あらげる」の存在を認めてもよいのではないかと考えるのである。


熱に「うかされる」？　「うなされる」？


　高熱のためにうわごとを言うような状態になることを、「熱に浮かされる」と言うのだが、このことばにはもう一つ、「一つのことに熱中して前後を忘れる、ほかを忘れて夢中になる」という意味もある。

　ところが最近、後者の意味のときであっても「熱にうなされる」という言い方をする人が増えているという話を聞いた。

　実際、文化庁が発表した２００６（平成18）年度の「国語に関する世論調査」では、「熱に浮かされる」を使う人が35・６パーセント、「熱にうなされる」を使う人が48・３パーセントという結果が出ている。

　驚いたことに、従来なかった言い方の「熱にうなされる」を使う人のほうが多いという調査結果なのである。




　「うかされる」は動詞「うかす（浮）」の未然形に、受身の助動詞「れる」が付いて一語化したもので、ものに心を奪われて夢中になるという意味を表す。「熱に浮かされていて親の忠告など耳に入らない」のような使い方をする。

　「うなされる」は、恐ろしい夢を見るなどして、思わず苦しそうな声をたてるという意味である。確かに高熱が出れば「うなされ」はするだろうが、夢中になるという意味にはどうあってもなりそうにない。

　「うかされる」「うなされる」は「か」と「な」の違いではあるが、その意味するところはまったく違うのである。

　意味を考えずに、音だけでことばを覚えて使っている人がいかに多いかということがよくわかる事例である。


手は「こまぬく」のか、「こまねく」のか？


　「手をこまぬく」「手をこまねく」、どちらが正しいのかという質問を受けた。

　結論から言えば、どちらもよく使われる言い方で、一方が間違いということはない。

　ただ、テレビ、ラジオではコマヌクを第１、コマネクを第２の読みとしている。これは、コマヌクが伝統的な形で、コマネクは比較的新しい言い方だからである。

　「こまねく」が新しい言い方だということは、戦前の国語辞典には「こまねく」を見出し語として載せた辞典がほとんどないところからもわかる。

　「こまぬく」の元々の意味は、腕を組む、腕組みをするということで、単独でも使われていたのだが、現在では、「手（腕）をこまぬ（ね）く」の形で傍観するの意で使われることが多い。




　語源は高麗こまふうに腕を組み手を袖に貫ぬく所作からという説（『和句解わくげ』1『日本釈名しゃくみょう』2もあるが、両手の指を胸の前で組み合わせて敬礼するのは、高麗ではなく古く中国で行われた挨拶の仕方である。「高麗」は朝鮮の王朝名ではなく、大陸風といったことなのであろうか。

　その所作が腕を組むような形になるところから、手出しをせずに傍観するという意味に変化していったものと思われる。







	

１．江戸前期の語学書。六巻。松永貞徳著。寛文２年（１６６２）刊。約一五〇〇語をいろは順に配列し、各語について語釈をほどこし、語源を示したもの。「和語のしるべ」とも。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．江戸中期の語源辞書。三巻。貝原益軒著。元禄12年（１６９９）成立、同13年刊。中国、後漢の劉熙撰の「釈名」にならい、和語を天象・時節など二十三種に部類、五十音順に列挙し、各語の語源を説く。（『日本国語大辞典』） ⏎












「青田買い」と「青田刈り」


　会社、事業所などが人材確保のために、卒業予定の学生の採用を早くから内定することを、みなさんは何と言っているであろうか。

　「青田買い」？　それとも「青田刈り」？




　似たようなことばだが、そもそもの意味はまったく違うのである。

　「青田買い」は、「水稲の成熟前に、その田の収穫量を見越して先買いすること」であり、「青田刈り」は、「収穫を急ぐあまり、稲をまだ穂の出ないうちに刈り取ること」である（ともに『日本国語大辞典』（『日国』））。

　つまり人材確保の場合は、ある程度その能力を見越して採用するということなので、卒業前の学生を実る前の稲に、その能力を収穫量にたとえた「青田買い」が正しく、穂が出ないうちに刈り取ってしまう「青田刈り」は誤りということになる。

　ところが、２００４（平成16）年度の「国語に関する世論調査」では、本来の言い方である「青田買い」を使う人が29・１パーセント、間違った言い方「青田刈り」を使う人が34・２パーセントという逆転した結果が出てしまった。

　『日国』にもこの調査よりも35年前の間違った用例が「青田刈り」に載っている。




　「青田刈りが常識となり、ひやかし半分に受験要領を受け取りにいった会社に」（黒井千次『時間』１９６９年）




　ただ残念なことにこの例は特に注記もなしに、「青田買い」に同じ、としてしまっている。

　確かに用例は存在しているが、間違った使用例であることは明らかなので、編集に関わったものとして、それなりの配慮が必要だったのではないかと今さらながら思うのである。


貧すればドンする


　ここで漢字の書き取りの問題を一つ。

　「表題の片仮名の部分を漢字で書きなさい」

という問題があったとすると、皆さんはどんな漢字を書くだろうか。


　

　正解は「鈍」である。

　そんなの当たり前じゃないかとおっしゃる方も大勢いらっしゃるであろう。ところが、「鈍」ではなく「貪」と書く人がけっこういるということをご存じだろうか。

　「貧すれば鈍する」というのは、「貧乏になるとその性質や頭の働きまでも愚鈍になる」（『日本国語大辞典』）という意味で、「鈍」は「愚鈍」の「鈍」すなわち、無知で間抜けな、という意味である。

　なぜ、その「鈍」が「貪」になってしまうのかというと、このことわざには貧乏するとどんな人でもさもしい心をもつようになるというニュアンスもあるため、「ドン」は「貪欲」の「貪」、つまり欲の深いということだと考えてしまうらしいのだ。　

　もちろん、「貪する」は明らかに間違いなので、辞書にそのような表記を載せるわけにはいかない。しかし、「貧」と「貪」は非常によく似た漢字なので、それを並べて作られたことわざだとつい思わせてしまうところがまたくせ者なのである。

　実際にそのわな（？）にはまってしまった作家がいる。太宰治である。

　太宰には、




　「田舎者だって何だって金持ちなら結構、この縁談は悪くない、と貧すれば貪どんすの例にもれず少からず心が動いて」（『新釈諸国噺』「女賊」１９４５年）




のような「貪する」の用例が少なくとも２例確認できる。

　太宰の例があるからといっても当然のことながら辞書には登録できないが、そうできないのが残念なほどよくできた誤用だと思う。


「目を見張る」と「目を見張るものがある」


　読者から、子どもが通う学校から配布された手紙に、

　「マナーの悪さには目を見張るものがある」

とあったが、「目を見張る」ということばの使い方としてこれは正しいのだろうかという質問を受けた。その方が言うには、「目を見張る」は、驚きの中でも、主に、感心したり、感動したりしたときに使うイメージなので、上記のように批判的な言い方で使うのは違和感があると言うのである。

　「目を見張る」自体は、驚いて目を見開くというそのままの意味なので、感心したり、感動したりというときだけでなく、怒ったりあきれたりするときにも使うことができる。従って、たとえば「あまりのマナーの悪さに目を見張る」という言い方も可能である。




　ではこの場合、何が問題かというと、「目を見張るものがある」という言い方にあると思われる。「目を見張るものがある」と後に“ものがある”が付いただけで、「子どもの成長には目を見張るものがある」のように、肯定的な驚きに用いることが多くなり、否定的な文脈では使われなくなるのである。

　質問者が違和感を持ったのはおそらくその点であり、くだんの学校通信は「マナーの悪さには目を覆いたくなる」などとすべきだったのではないだろうか。

　それにしてもちょっとした使い方の違いで、相手に「あれ、どこか変では？」と思わせてしまうのだから、日本語は本当に難しい。


蛇に○○まれた蛙


　定年で退職した辞典編集部の先輩と久しぶりに会ったとき、いきなり左記のようなクイズを出された。




　「蛇に○○まれた蛙」の○○に入る平仮名２文字は何？　




　何を今さらと思いながら、「そんなのニラでしょ、にらまれた蛙に決まっているじゃないですか」と答えたところ、「ブッブー」とやられてしまった。「そうか、君もそう思い込んでいるんだね。自分が編集した辞典をよく見てごらん」と言われたので、いささかムッとしながら『日本国語大辞典』を引いてみた。すると、見出し語の形は「蛇に見込まれた蛙」になっているではないか。

　そんなバカなと思いつつ、『大辞泉』（小学館）、『広辞苑』（岩波書店）、『大辞林』（三省堂書店）の最新版も引いてみた。するとすべて「見込まれた蛙」なのである。

　狐につままれたような気分で、いろいろ調べてみると、どうやら「蛇に見込まれた蛙」のほうが本来の形で、「蛇ににらまれた蛙」は比較的新しい言い方であるということがわかった。「見込む」は現在では、「臨時の収入を見込む」のように予想するという意味や、「君を見込んで頼むよ」のように当てにするという意味で使われることが多いのだが、本来はじっと見る、見つめるの意味で、蛙は蛇にじっと見つめられて身動きが取れなくなっているのである。

　どうやらこの見つめるの意味の「見込む」が現代語として一般的でなくなってきたために、同義語の「にらむ」を使うことが多くなったらしい。

　最近のことわざ辞典も「蛇ににらまれた蛙」のほうが主流になりつつある。筆者が担当した小学生向けの国語辞典も「蛇ににらまれた蛙」の形である。知らずに時代の趨勢に従ってしまったような気もしないではないが、決まり文句であることわざも変化するのだという、いい勉強をさせてもらった。


「愛想」を振りまくことができるか？


　『日本語、どうでしょう？～読み方、どっち編』で「愛想」の読みについて「あいそ」か「あいそう」かということを書いた。だが、この語にはもう一つ、ぜひ触れておかなければならない問題がある。というのは、その使い方に関して「愛嬌」との混同が見られるからなのである。

　２００５（平成17）年度に行った「国語に関する世論調査」によると、「愛想」を「愛嬌」と混同した、「愛想を振りまく」を使う人が増えているというのである。もちろん本来の言い方は「愛嬌を振りまく」である。この調査によれば、「愛嬌を振りまく」を使う人が43・９パーセント、「愛想を振りまく」を使う人が48・３パーセントと、なんと逆転した結果が出てしまったのである。

　「愛想」と「愛嬌」は確かに似ているが、本来はまったく違う意味のことばである。




　「愛想」は、「愛想がいい」「愛想笑い」などのように、人によい感じを与えるために示す態度やもの言いのことであり、「愛嬌」は、「愛嬌のある顔」「愛嬌たっぷり」などのように、見る人に、かわいらしさ、ひょうきんで憎めないようすなどを感じさせる要素や仕草などを表す語である。あえて違いを言うなら、「愛想」は具体的な動作であり、「愛嬌」はその人の持つ印象や雰囲気ということができようか。

　つまり、雰囲気は振りまくことができても、実際の動作は振りまくことができないということになるであろう。

　「愛想を振りまく」と言う人が増えていることもあって、まだ少数派ながらそれを例として挙げている国語辞典も出始めている。ただ筆者が確認した限り、いずれも特に「元来は間違った用法だった」などという注記は見当たらない。「愛想を振りまく」を辞典に載せるのであれば、まだこの言い方に対して違和感を覚える人も多いであろうから、ひと言但し書きを加える必要があるのではないだろうか。


素人しろうとはだし？


　「素人はだし」ということばをご存じだろうか。何をばかなことを、そんなことばなどあるわけがないではないか、とお思いになった方も大勢いらっしゃることだろう。もちろんそれが正解なのだが、完璧な答えとは言えない。禅問答のようで恐縮なのだが、実はインターネットでは「素人はだし」が驚くほど多く検索に引っかかるのである。たとえば「ギターの腕前は素人はだし」などのように。

　なぜこのようなことになってしまったのだろうか。




　言うまでもないことだが、正しくは「玄人くろうとはだし」である。「玄人はだし」とは玄人もはだしで逃げ出すほどであるということから、素人なのに専門家が驚くほどのすぐれた技芸や学問を持っていることをいう。「専門家はだし」などという言い方もある。

　いずれにしても逃げ出すのは玄人、プロなどの専門家であり、アマチュア、素人などの未熟な人間ではない。ところが、素人がはだしになるということがなぜか素人がすぐれていると解釈されて、「素人はだし」という語が生まれてしまったようなのである。あるいは似たようなことばに「素人離れ」1があるので、それとの混同があったのかもしれない。

　「素人はだし」がどんなに増殖していても、明らかに誤用なので、新語に敏感な国語辞典といえども見出し語にすることは永久にないであろう。だが、辞典編集部に、インターネットなどで数多く見かけるのになぜ辞書に載せないのか、という投書が来る可能性は絶対にないとはいえない。筆者が編集を担当している辞典の「玄人はだし」の項目に、「素人はだしは誤用」という補注を載せるべきかどうか悩んでいる。







	

１．素人ながら技量などが、その道の玄人に比べて見劣りのしないこと。（『日本国語大辞典』） ⏎












“張る”のは「論陣」「論戦」どっち？


　国内最大級と謳うたっているオンライン英語辞書を何気なく見ていたときのことである。和英辞典の中に「論戦を張る」という見出しを見つけて一瞬わが目を疑った。よく見ると「論陣を張る」と同義と見なし、to take a firm stand あるいは to argue about などという英語を添えているではないか。インターネットの世界ではついにここまできてしまったのかと、複雑な心境であった。

　もちろん正しい言い方は「論陣を張る」である。「専門家を相手に堂々と論陣を張る」などと使う。「論戦を張る」は「論戦」「論陣」の混同で生まれた誤用である。

　その間違った言い方が、インターネットなどでかなり広まっているという実感は以前からあった。だがそれはブログなどのことで、まさか英語辞書のサイトとはいえ、ことばを調べるサイトにまで広まっているとは思ってもみなかった。

　その混同が一般にかなり浸透していることは事実である。たとえば２００７（平成19）年度の「国語に関する世論調査」では、本来の言い方である「論陣を張る」を使う人が25・３パーセント、従来なかった言い方「論戦を張る」を使う人が35・０パーセントと、逆転した結果が出てしまっている。




　なぜ「論陣」は「張る」のかというと、軍勢が駐屯する場所をいう「陣」に「陣を張る」という言い方があることから、「論陣」も「張る」と結びついていると考えられる。近代以降の用例を見ても「張る」のほかに「論陣を／固める・布（し）く」など、やはり「陣」に関する語と結びついているものが多い。

　一方「論戦」は「論戦を／開く・繰り広げる・交わす」など「戦」に関する語と結びつきやすい。

　同じ「論○」という熟語ではあるが、その使い方は「陣」「戦」の違いと同じであると覚えておけば、間違えることなどなくなるのではないだろうか。


暇に「あかして」と「まかせて」


　「ところで『暇にまかせる』って言い方をする？」

　東京女子大学教授の篠崎晃一氏（社会言語学）と雑談をしていたときに突然こんな質問を受けた。

　「『暇にあかして』とは言うけれど『暇にまかせて』は誤用なんじゃないですか。音も似ているし」

とっさにそう答えたのだが、氏は納得しない様子で、

　「そう思うのなら、『日本国語大辞典』（『日国』）の『まかせる』の用例を読んでみて」




　ちょっといやな予感がしたのだが、『日国』の「まかせる（任）」を引いてみると、そこには宇野浩二の小説『苦の世界』（１９１８～１９２１年）の「ひまにまかせる」という用例があるではないか。一瞬、誤用例を採用してしまったのだろうかと背筋が寒くなった。

　だが、篠崎氏の話だと「暇にまかせて」の例は宇野浩二だけではなく、夏目漱石をはじめ近代以降かなり広まっているのだそうである。従って、「暇にまかせて」という言い方自体を誤用と断定するのは無理があるが、「まかせる」と「あかす」とでは意味がまったく違うので、同じ意味と考えるのならそれは間違いであり、むしろそのほうが問題なのだという。ところが、近年これらを同義に扱っている辞典が出始めているのだそうだ。

　たとえば『大辞林　第３版』は「まかせる」の見出しで、「自分のもっている力や時間を十分に使う」という意味を設け、『明鏡国語辞典　第２版』は「…に飽かして…する」と同義であるとして、ともに例文で「暇にまかせて」を載せている。




　「まかせる」は元来、何かに依存してその行為をするという意味で、ほかのものの力によってという受動的な意味合いが強いのに対して、「あかす」は、「金に飽かして」などとも言うように、有り余っているものをふんだんに使うという意味で、能動的な意味合いで用いられる。だから、「暇にまかせて」を「暇にあかして」と同じように、「暇」を十分利用してという意味にはできないはずである。『日国』の宇野浩二の用例も、一見正しそうだが、「まかせる」本来の「なりゆきにまかせる」という意味のところで引用されているので、逆に意味と用例が合っていないことになる。以上が篠崎氏の説明であった。

　近代以降「暇にまかせて」が増えてきているのであれば、国語辞典としてはそれなりの対応を検討しなければならないのだが、意味的な問題があるのだとすると簡単に登録するわけにもいかないであろう。

　またしても難しい宿題が出てしまった。


「二つ返事」か「一つ返事」か？


　「辞書引き学習」1のワークショップのために、発案者の深谷圭助氏（中部大学准教授）と北海道札幌市に行ったときのことである。

　深谷氏が２０１１（平成23）年度「国語に関する世論調査」を話題にし、会場に来た人たちにその調査項目の「二つ返事」「一つ返事」について、どちらを使うか挙手してもらうということがあった。会場に来ていた２００人ほどの人たちは、大人も子どもも明らかに「二つ返事」のほうが多かった。

　だが、文化庁の調査では全国的に見れば「一つ返事」と答えた人のほうが「二つ返事」と答えた人よりも多いのである（前者は46・４パーセント、後者は42・９パーセント）。ただそれによれば北海道は「二つ返事」と言っている人の率が高い地域で、その結果とは一致している。

　話が前後してしまったが「二つ返事」「一つ返事」のどちらが正しい言い方かというと、「二つ返事」が正しく、「一つ返事」は誤った使い方である。

　ところが文化庁調査で誤った言い方の「一つ返事」と言っている人の割合のほうが多いという結果が出たのは、北陸、中部、近畿、中国、九州の各地域である。なぜ西日本に「一つ返事」が多いのか、その理由はよくわからない。

　『日本国語大辞典』を引いてみると「一つ返事」の項目が『女工哀史』2（１９２５年）の用例とともに立項されている。偶然かもしれないが著者の細井ほそい和喜蔵わきぞうは京都府の出身で、近畿では第二次世界大戦前から「一つ返事」が存在していたのかもしれない。




　文化庁調査にはもう一つ、不思議なことがある。それは年配者になるほど「一つ返事」の率が増えるということである。男性では60歳以上、女性では50歳以上になると「一つ返事」の割合が逆転してしまう。

　通常、ことばの誤用を調査した場合、誤用率が高いのは若者層のほうなのだが、この語は逆なのである。「二つ返事」は、「はい、はい」と二つ返事を重ねて、気持ちよくすぐに承諾することであるが、「返事は一回！」などと言われてきた世代は返事を２回重ねるのはおかしいと思っているのであろうか。







	

１．辞書で引いた言葉を付箋ふせんに書いて、該当ページに貼っていく学習法。教育学者の深谷圭助が愛知県の公立小学校教諭時代に発案し授業で実践した。辞書を引いただけ付箋の数が増えるので成果が実感でき、子供はゲーム感覚で辞書を引く習慣を身につけることができることから、全国的な広まりを見せている。（『デジタル大辞泉』） ⏎






	

２．記録文学。細井和喜蔵著。大正14年（１９２５）刊。日本資本主義の発展過程で、紡績工場に働く女工たちが肉体をむしばまれ、帰郷していく姿、また、女工募集の際の詐欺や雇用契約関係の封建性などを克明に描いている。（『日本国語大辞典』） ⏎












寸暇を“惜しまず”勉強できるか？


　わずかな時間も無駄にせずに勉強に励むことを皆さんは何と言っているだろうか。「寸暇を惜しんで勉強する」だろうか。それとも「寸暇を惜しまず勉強する」だろうか。

　２０１０（平成22）年度の「国語に関する世論調査」によると、「寸暇を惜しんで」を使う人が28・１パーセント、「寸暇を惜しまず」を使う人が57・２パーセントという結果が出た。

　「寸暇を惜しまず」のほうが圧倒的に多いのだが、実は「寸暇を惜しんで」が本来の言い方で、「寸暇を惜しまず」は従来なかった言い方なのである。

　「寸暇」とは、少しのひまのことで、「寸暇を惜しんで」とはそのわずかな時間すら惜しんで物事に取り組むという意味である。「寸暇を惜しまず」だとわずかなひまをも惜しまないということなので、無駄な時間を過ごすという意味にもなってしまう。


　

　なぜこのような従来なかった言い方が生まれたのかというと、苦労をいとわないという意味の類似の慣用表現「骨身を惜しまず」との混同によるのではなかろうか。

　だが、この文化庁調査でかなり浸透していることが判明した「寸暇を惜しまず」を国語辞典としてはどう扱うべきなのであろうか。すでに「寸暇を惜しまずという言い方もされる」として、その用法を認めている辞典も出始めている（『明鏡国語辞典　第２版』大修館書店）。

　だが、「寸暇を惜しまず」を「寸暇を惜しんで」と同じ意味だということは無理な話なので、やはり誤用だと言わざるを得ない。


「寸暇を置く」という表現


　引き続き、「寸暇」の使い方についてお付き合いいただきたい。

　「現代日本語書き言葉均衡コーパス」と名付けられた、国立国語研究所で現在構築中のデータベースがある。「コーパス」というのは、コンピューターを利用してデータベース化された大規模な言語資料のこと。国立国語研究所のこのデータベースは、実際に書きことばとして使われた今の日本語をさまざまな角度から解析することができ、時として思いがけない誤用も見つけられるので、たいへん便利かつ興味深いものである。

　そのコーパスで「寸暇」を検索してみた。すると「寸暇」のあとに「を」という助詞が続く用例が21例見つかった。その内訳は以下の通り（数字は頻度）。




寸暇を惜しむ 15 ／寸暇をさく ２／寸暇を割く ２／寸暇を盗む１ ／寸暇を置く１




　この「寸暇を惜しむ」15例の中に前回の「寸暇を惜しまず」の例が１例だけ紛れ込んでいる。できれば「寸暇を惜しんで」「寸暇を惜しまず」を分けて表示してもらいたいところだが、今回話題にしたいのはそのことではなく、ほかの用例のことである。




　「寸暇をさく（割く）」「寸暇を盗む」という例があるが、それらは「寸暇」本来の意味を正しく表していると思われるので問題はなさそうだ。

　だが、「寸暇を置く」はどうであろうか。こんな例である。




　「そして寸暇を置かず、渦巻く火炎が解き放たれた」 (安井健太郎著 『ラグナロク』１９９９・９『文学』)




　おそらく「寸暇を置かず」は「間を置かず」との混同によるもので、同じような意味で使われたものと思われる。だが、「寸暇」はわずかなひまという意味で、（わずかな）時間という意味はない。これは筆者にとっては初めて出会った用法であった。

　念のためにインターネットで検索してみると、驚いたことに「寸暇を置かず」は徐々に浸透していることもわかった。明らかに誤用ではあるが、「寸暇を惜しまず」同様、さらに一般に広まる可能性は否定できない。将来的には辞書での扱いに悩まされるやっかいな存在になるかもしれない。


〔本稿は、国語研究所とＬａｇｏ言語研究所が開発したNINJAL-LWP for BCCWJを利用しました〕


「嚙かんで含める」が変化している


　「嚙んで含めるように教える」というのは、よく理解できるように細かく丁寧に言い聞かせるという意味の慣用句である。「嚙んで含める」は元々は食物が消化しやすいように嚙んで口の中へ入れてやるということで、あたかもそうするかのごとく教えるということである。

　ところが、この慣用句が最近変わりつつあるようなのだ。どういうことかというと、「嚙んで含むように」という人が増えているのである。

　２００８（平成20）年度の「国語に関する世論調査」では、本来の言い方である「嚙んで含めるように」を使う人が43・６パーセント、「嚙んで含むように」という今までなかった言い方を使う人が39・７パーセントと、ほぼ同数の結果が出てしまったのである。

　「含める」はマ行下一段活用の動詞、「含む」はマ行五段活用の動詞という違いはあるが、ともに口の中にものを入れるという意味では共通している。だが、「含める」には「言い聞かせて理解させる」という意味があるのに対して、「含む」にはその意味はない。従って、「言い含める」「因果を含める」という言い方はあるが、「言い含む」「因果を含む」という言い方は存在しないのである。

　だが、この40パーセント近い「嚙んで含む」派をどう考えるべきなのだろうか。明らかに誤用なので、辞書としてはそのことを伝えていきたいのだが、辞書だけの力で拡大を食い止めることができるかどうかはいささか心許ない。　

　なお蛇足ではあるが、九州の某県立大学のホームページでたまたまこんな文章を見つけた。




　「うちの学科のホームページをご覧になってわかると思いますが、とりたてて大仰な宣伝文句や美辞麗句を並べ立てたりはしていません。〈中略〉しかし、短い文章をじっくり嚙んで含むように読んでみてください。」




　よく読むと、単純に「嚙んで含む」という誤用だけではないことがわかる。従来なかった意味で、相手に理解させるのではなく、自分でよく噛みしめて理解するという意味になってしまっているのである。このような誤用に誤用が重なった言い方が今後広まってしまう可能性も、まったくないとは言い切れない気がする。


「立ち振る舞い」という言い方


　思い込みはいけないという話である。もちろん自戒を込めて。

　皆さんは立ったり座ったりする身のこなしのことを何と言っているだろうか。「立ち居振る舞い」？　または「立ち振る舞い」？

　筆者は長い間「立ち居振る舞い」が正しく、「立ち振る舞い」は誤用だと思っていた。ところが、あるとき「立ち振る舞い」も国語辞典の「立ち居振る舞い」の解説に同義語として載せられていて、中には見出し語にしているものまであるということに気がついたのである。これはかなり衝撃的なことであった。自分のことばの知識なんて、まだまだだということを思い知らされたからである。

　だが、そうではあっても若干の疑問は残った。「立ち居振る舞い」は「立ち居」と「振る舞い」が合わさった語で、「立ち居」は立ったり座ったりすることで、何かを行うときの様子や態度といった意味、「振る舞い」も何かを行う様子といった意味である。これに対して、「立ち振る舞い」だと「立ち」と「振る舞い」で、座るという意味の「い（居）」がないから、「立ち振る舞い」は立ったり座ったりとは言えないので別語なのではないかと。屁理屈に近いかもしれないのだが。




　ところが、『日本国語大辞典』を見て完全に打ちのめされた。「立ち居振る舞い」の初出例は中国の歴史書「史記」の講義録である『史記抄』1（１４７７年）、「立ち振る舞い」の初出例は世阿弥が書いた能楽論集『風姿花伝』2（１４００～１４０２年頃）である。何と「立ち振る舞い」のほうが古いではないか。しかも、『日葡辞書』3（１６０３～１６０４年）には、「Tachifurumai （タチフルマイ）。または、タチイフルマイ」という例まである。

　これほどまでに確かな証拠を突きつけられては、もはや素直に引き下がるしかない。今では「立ち居振る舞い」も「立ち振る舞い」も、どちらも歴史的にありなのだと思うようにしている。

　ただし、明治以降の文学作品の用例は「立ち居振る舞い」が圧倒的に多く、共同通信社の『記者ハンドブック』も「立ち居振る舞い」を新聞用語としているので、「立ち居振る舞い」を支持する人のほうがまだ多いとはいえそうで、そのことだけは救いである。







	

１．室町中期の講義録。一九巻。桃源瑞仙著。文明９年（１４７７）成立。史記について講じたもので、いわゆる抄物の一つ。講義調の用語で記されており、当時の言語生活を知る資料として貴重。史記桃源抄。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．室町前期の能楽論書。七編。世阿彌著。応永７～９年（１４００～１４０２）頃成立。世阿彌の現存する二一種の伝書のうち最古のもの。父観阿彌の教訓を受け、能に関して、修業、演出などの心得、歴史、本質などについて述べる。能の生命たる「花」への考察は有名。略して「花伝」ともいう。俗称「花伝書」。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

３．一冊。本篇、補遺からなる。イエズス会宣教師数名（氏名未詳）共編。本篇は慶長８年（１６０３）、補遺は翌九年、長崎学林刊。約三万二千八百の日本語を和漢・雅俗などの別なく採集、ポルトガル語で語釈を施し、出典・用法・関連語・位相その他を示し、宣教師らの日本語修得の便を図ったもの。国語史、特に室町時代語研究上もっとも重要な資料の一つとして重用される。（『日本国語大辞典』） ⏎












「きめ」は「こまか」か「こまやか」か？


　「辞書引き学習」の発案者である深谷圭助氏が、Facebookで「きめ細かな指導」と「きめ細やかな指導」では、どちらが正しい言い方なのかという投稿をしていたので、思わず「いいね！」ボタンを押してしまった。深谷氏も書いていたのだが、正しくは「きめ細か」のほうである。だが、従来なかった「きめ細やか」が実際にはかなり広まっているようなのである。

　「きめ」は「木目」で、木材の断面に見られる年輪がつくり出す模様のこと、つまり「もくめ」のことである。また、人の皮膚や物の表面に見られる細かい模様のことや、その手ざわりのこともいう。そしてこの場合は「肌理」とも書く。これが転じて、何かをする際の配慮という意味になり、「きめが細かいもてなし」とか「きめの粗い仕事」とかいったように使われるようになったというわけである。




　「きめ細か」はこの「きめ」と「細か」が結びついて一語になったもので、人の皮膚や物の表面が繊細でなめらかなさまや、さらには、物事に細かく気を配ってぬかりがないさまの意味を表すようになったのである。

　一方の「こまやか」は「こまか」と語源が同じで意味も近いが、漢字を当てると「細やか」あるいは「濃やか」などと書かれる。「こまか」との違いは、「こまか」は場面によって、プラスの評価で使われたりマイナスの評価で使われたりすることがあるのに対して、「こまやか」はもっぱらプラスの評価で使われることであろうか。たとえば「こまかな人だ」は小さいことを問題にする人やけちな人という意味もあり、マイナス評価で使われることも多い。

　「こまやか」も「こまやかな表現」「こまやかな心配り」のように、配慮や思いやりの気持ちが行き届いているという意味で使われるため、「きめこまやか」ともつい言ってしまいそうだが、伝統的に「きめ」と結びついて使われたのは「こまか」だけである。

　だが、「きめこまやか」が今以上に広まると、やがて国語辞典としてもそれを認めざるを得なくなるのではなかろうかと心配になってくる。


怒り心頭に○する


　表題の○の部分に入る漢字は何か？

　クイズではないのだが、２０１２（平成24）年度の「国語に関する世論調査」によれば、○の部分に入るのは「達」だと思っている人が、67・１パーセントもいるらしい。

　だが、正しくは「達」ではなく「発」なのである。この調査では「怒り心頭に発する」と答えた人はわずか、23・６パーセントしかいない。しかも、「達する」だと思っている人のほうが全世代にわたって数が多いということも判明した。




　「発する」と「達する」、確かに音は似ていなくもないが、なぜこれほどまでに間違って覚えている人が多いのであろうか。

　「達する」だと思っている人は、怒りのメーターのようなものがあって、それが一番上の「心頭」というところまでいたると思っているのであろうか。あるいは勝手な想像なのだが、「に」という助詞がくせ者なのかもしれない。この「に」は動作作用の行われる場所を表す「に」なのだが、元々「心頭において」という言い方であったとしたら間違える人も少なかったのかもしれない。

　怒りは心頭に行きつくわけではなく、心頭において生じるという言い方なのである。「心頭」とは何かというと、心、心の中という意味である。「心頭」といえば、甲斐国（山梨県）恵林寺の僧快川かいせん紹喜しょうき1が織田信長の子・信忠によって寺に火を放たれた際に言ったという

心頭を滅却めっきゃく（すっかり無くすこと）すれば火もまた涼し　

ということばを思い起こされる方も大勢いらっしゃることであろう。

　従来なかった言い方がこれほど広まっていても、間違った言い方なので、「怒り心頭に達する」は辞典に載せることはできない。







	

１．戦国－織豊時代の僧。臨済りんざい宗。仁岫にんしゅう宗寿そうじゅの法をついで京都妙心寺の住持となる。のち美濃みの（岐阜県）崇福寺の住持をへて武田信玄の招きで甲斐かい（山梨県）恵林寺にはいる。武田勝頼が織田信長にほろぼされたとき、恵林寺に火をかけられ、天正てんしょう10年４月３日一山の僧百余人とともに火中に没した。（『日本人名大辞典』） ⏎












掬すくわれるのは「足」か？「足もと」か？


　すきをつかれて、思いがけない手段で失敗させられることを、「○を掬（すく）われる」と言うが、○に入る語は何か？

　またしてもクイズのような書き出しになってしまったが、正解はと言うと「足」である。ところが、２００７（平成19）年度の「国語に関する世論調査」では、「足をすくわれる」を使うという人が16・７パーセント、本来の言い方ではない「足もとをすくわれる」を使うという人が74・１パーセントと、圧倒的に「足もと」派が多かったのである。

　いったいなぜ本来の言い方ではないとされる「足もと」派が多数を占めているのであろうか。ただの言い間違い、誤用であると言ってしまえばそれまでなのだが、ことはそれほど単純ではなさそうなのである。

　従来この語は、足を払うようにして支えを失わされるという意味から生じた言い方なので、「すくわれる（＝横に払われる）」のは「足」であって「足もと」ではないと説明されてきた。だが、「足もと」にも「足のあたり」という意味だけではなく、「足の下部」という意味が存在するのである。その用例は『日本国語大辞典』（『日国』）によれば平安時代から見られ、近代の例だが「慄ぞっと足元から総毛立ちまして」（三遊亭円朝『怪談牡丹燈籠』1１８８４年）などというたいへんわかりやすい用例もある。

　その『日国』によれば、「足をすくわれる」の用例で最も古いのは、１９４１年に発表された、文芸評論家岩上順一の以下のような用例である。




　「なによりも大切な心構へは一体どんなことであらうか。それは現実に足をすくはれない生命の構へを築くことであらう」（岩上順一『文学の饗宴』）




　では「足もとをすくわれる」の用例はどうであろうか。この言い方自体が辞典では認められていないため、『日国』にはその例はない。だが、劇作家で詩人でもあった三好十郎の『廃墟』という一幕物の戯曲の中にこんな例があったのである。




　「三平…（スッカリ酔って）ヒヒヒ、えらい所で、足もとをすくわれたねえ」（三好十郎『廃墟』）




　この戯曲が発表されたのは１９４７年なので、『文学の饗宴』の「足をすくわれる」例と、わずか６年しか違わない。

　もちろん三好十郎のこの例を誤用だと見なすことも可能であろうし、この例だけで判断するのは早急過ぎるということもじゅうぶん承知している。だが、「足もと」には「足の下」という意味も古くからあるわけで、「足もとをすくわれる」を本来なかった言い方、あるいは誤った言い方だと決めつけてしまうのも危険な気がするのである。







	

１．江戸末期の人情噺。三遊亭円朝作。江戸時代文久、元治（１８６１〜１８６５）頃の成立とされる。明治17年（１８８４）筆録、出版。「剪燈新話」の「牡丹燈記」を翻案した「伽婢子」の「牡丹燈籠」を生かし、天保年間（１８３０〜１８４４）に起こった牛込の旗本騒動を素材として長篇の人情噺に仕立てたもの。円朝の怪談噺の代表作。（『日本国語大辞典』） ⏎
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